
7

次世代深海・深海底資源探査技術の利用可能性

日本の経済水域内を無補給で往復可能

・解像度の向上により、数cm単位の海底地形、地殻変動を把握
・海底地層を精密・広域に探査することにより、鉱物資源の発見・同定を加速
・航続距離の拡大により、無補給での排他的経済水域内の調査や北極海海底下構造探査が可能

次世代型巡航探査機（AUV）の特長

（伊豆半島沖）

○ネットワークのデータ取得、海中監視

AUV

AUV

海底ケーブルデータ自動取得システム・海中自動監視システム技術開発

船舶とAUV（「うらしま」）による海底地形計測の比較

○飛躍的な解像度（ｍ単位→cm単位）

○AUVによる超高解像度地質探査

海中における音響探査技術開発

○飛躍的な航続距離の延長（３００km→３，０００km）
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大深度高機能無人探査技術の利用可能性

・日本周辺の海底下の詳細な資源分布図の作成
・海底下より採取した試料解析による埋蔵資源量の把握

＜必要とされる技術＞

大深度海底下に眠る資源を詳細に調べ
るための探査装置を装備
音波・電磁波による探査技術

海底下に眠る資源の試料を採取するた
めの大深度掘削装置を装備
深海底下100m以上掘削して試料採取す
る探査技術

有人潜水船が近寄れない危険な海域や
（震源域、地滑り域）大深度海域（深
度11,000m海域）おいても様々な調査
作業可能な航行装置の開発

深海掘削システムの支援技術の開発
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